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第3四半期 株主通信
2 0 2 0 年 4 月 1 日 ～ 2 0 2 0 年 1 2 月 3 1 日

株式会社SRAホールディングス
〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-32-8
TEL：03-5979-2666　https://www.sra-hd.co.jp/

連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
東京都府中市日鋼町1-1　
TEL：0120-232-711（フリーダイヤル）

（返還先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社

2021年3月期

2020年12月末日の株主様にお送りしております
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皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
３
四
半
期
業
績
（
前
年
同
期
比
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
売
上
高
は
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、

販
管
費
等
の
効
率
化
に
も
努
め
た
結
果
、
営
業
利
益
が
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
利
益
は
為
替
差
損
の
計
上
に
よ
り
減
益
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
期
に
発
生
し
た
特
別
損
失
の

減
少
に
よ
り
、
四
半
期
純
利
益
は
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
期
末
配
当
は
１
株
に
つ
き
7
0
円
〔
年
間
配
当
金
1
1
0
円
（
普
通
配
当
）
〕
の
計
画
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
「
企
業
価
値
の
向
上
」
な
ら
び
に
「
株
主
還
元
の

更
な
る
充
実
」
を
目
指
し
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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へ
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代表取締役社長
株式会社SRAホールディングス

皆様には、日頃より格別なるご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

第３四 半 期 業 績（ 前 年 同 期比）につきましては、売上高は減 収となりましたが、

販管費等の効率化にも努めた結果、営業利益が増益となりました。

経常利益は為替差損の計上により減益となりましたが、前期に発生した特別損失の

減少により、四半期純利益は増益となりました。

なお、期末配当は１株につき7 0円〔年間配当金1 1 0円（普通配当）〕の計画です。

これからも引き続き、「企業価値の向上」ならびに「株主還元の

更なる充実」を目指し、尽力してまいります。

皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　　２０21年2月

株主の皆様へ
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

売上高 285億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 427億円）

2018/3 2019/3

407

298
394

292

2020/3

427

285

436

310

2021/3

計画

■3Q ■通期 ■通期（計画）

親会社株主に帰属する当期純利益19億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 31億円）
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

経常利益 32億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 45億円）
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1株当たり配当金 （単位 ： 円）

2019/3 2020/3 2021/3

詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください。

第3四半期 連結業績ハイライト

トピックス

110110110105

中間配当
40

期末配当
70

計画
110

■当初予定配当 ■■配当（実績） ■配当（計画）

Cavirinは、最先端企業の集積地であるシリコンバレーで「自社IP製品」を育て、世界市場で高収益
ビジネスを展開する目的で、特に成長が見込める「クラウド」、「セキュリティ・コンプライアンス管理」
をターゲットとして事業を開始したものです。
想定通り、セキュリティ・コンプライアンス管理への市場の関心はますます高まり、情報システムの
標準となりつつあるクラウドもコロナ禍によりさらに注目を集めています。
Cavirinは、昨年に続いて今春も新バージョンをリリース予定で、この成長領域での先進性を維持
しており、Gartnerからも常に注目されています。
当初の狙いでは、米国大手IT企業へ売却することで投資の数倍～数十倍の回収を目指すことを
企図しておりましたが、現段階で果たせておりません。この方向性は維持しつつ、昨年度から
販売管理体制を引き締めるなど、より一層の企業価値向上を図っております。
今後につきましては、競争力向上のための機能開発投資は適正な水準で継続しつつ、情報セキュ
リティに関する規制やコンプライアンス管理が日本においても米国並みに重視される状況に
備えて、SRAグループ全体でCavirinの持つ優秀な技術や先進的な機能を活用すべく共同開発に
参画し、日本市場向けサービスも充実させてまいります。

「自社IP製品ビジネス」×「海外ビジネス」の推進  Cavirinについてのご報告

評価損・減損を
特別損失に
計上
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